
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【目標達成計画】

1 27

ケアカルテを通して情
報を知り、情報を共有
し、ケアの実践を行
う。

ケアカルテに些細な事柄
でも入力を積極的に行う
様にし、職員皆が、周知
確認出来るようにする。
また、申し送りノートな
ども記入し再確認行う様
に徹底する。

12ヶ月

2 49
例年行っていた事で、
入居者様の希望に添え
る事から始める。

感染症も緩和されてきて
おり、散歩などから始め
季節感を感じられる外出
や、その時の状況で出来
る事から始める。

12ヶ月

3
34
・
35

感染症対応、災害対
応、入居者の急変時対
応等あるが、実際に
シュミレーションの実
施を一つひとつ実施し
ていく。

感染症対応にはゾーニン
グを実施し初期対応で何
をするのかを周知してい
く。また災害時には委員
会を開いて今後必要な事
やマニュアルの整備を行
う。入居者の急変時は応
急手当や対応のシュミ
レーション訓練をこまめ
に実施して行く。

12カ月

4

5

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

（別紙３）
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事業所名  れんげ荘グループホーム

作成日　　令和5年　3月　20日

ケアカルテを活用できてい
ない

自粛とあり、外出支援が行
えていなかった

目標達成に向けた具体的
な取組み内容

目標達成
に要する
期間

緊急時の対応がまだ全員出
来ていないところもある
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目　　　　標現状における問題点、課題

一般社団法人　ぱ・まる


